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畿警厚生労働省 ダニヌす策
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春から秋にかけてキヤンプ、ハイキング、農作業など、山ゃ童むらで活動する機会が多くなる季節です。

野山に生息するダニに咬まれることで

醸鑓欲ま骰勒瑠鶴畿褥少甕纏靡《SttTS)、 グニ嬢☆褥菱、隠雛織魔熱、ゆつか
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最銅、ライム病など
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にI該染:することがあります。

●肌の露出を少なくする

⇒帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻〈等

●長袖・長ズボン・登山用スパッツ等を着用する     場鶉
⇒シヤツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中

●足を完全に覆う靴を履く

⇒サングル等は避ける

●明るい色の服を着る (マダニを目視で確認しやすくするため)

*上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしましよう
*屋 外活動後は入浴し、マダニに咬まれていないか確認をしましょう
特に、わきの下、足の付け根、手首、膝の裏、胸の下、頭部 (髪の毛の中)など|
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●無理に引き抜こうとせず、医療機関 (皮膚科など)で処置
(マダニの除去、洗浄など)をしてもらいましょう。

●マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意を
し、発熱等の症状が認められた場合は医療機関で診察を
受けて下さい。
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マダニ

【受診時に医師に伝えること】
①l野外活動の日付け、②場所t・③発症前の行動 ||
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各地域のダニ媒介感染症の状況については各自治体HPも参考にしてください

豊田市役所 感染症予防課 電話 0565-34-6180
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〔ヒトスジシマカ〕 ジ藷熱 ,デレジ難ξ慮爾する最撃じをヽ情罐:譲厚豊拷働書の魏参徹ご鷺くだ富彗.
背中に 1本 の 白い線がある 3～ 5 mmほ
どの蚊 で、 5月 中旬か ら 10月 下旬 こ
ろまで活動 します .
雑木林・竹林・藪・ 墓地 ‐公園な どに
見 られ ます .
特に 日中に活発に吸血 します .,活動範
囲は 50～ loom程 度です。 輻

臓見
ロ

:藤本鉢の皿 i雨ざらしの競具

言宙まった排水溝

tlllllllllllllll、 、

■ |:■ :摯 .

|||    .|||‐ |||||
|||:||‐

■ ||||. :■ |_||:||.

|||||||||

雨除 :すのブルーシー 舞や

古タイヤ |こ濯まつた水たまり

摩夕ヽに放置された
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ジカ熱 厚労省 デング熱 簿労省

豊田市役所 感染症予防課 電話 0565-34-6180
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